
第 7 回  定 例 会
Ｑ  

県
内
市
町
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の

廃
止
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

A  

県
内
で
は
、
平
成
27
年
度
以
降
、
三

原
市
、
福
山
市
、
竹
原
市
、
尾
道
市
因
島

の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
廃
止
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
大
竹
市
以
外
で
残
っ
て
い
る

の
は
、
広
島
市
、
府
中
市
、
尾
道
市
の
３

市
の
み
で
あ
る
。

Ｑ  

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
廃
止
に
伴

い
、
今
後
の
青
少
年
の
雇
用
に
つ
い
て
何

か
大
竹
市
と
し
て
力
を
入
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
か
問
う
。

A  

職
業
体
験
を
通
し
て
、
地
元
企
業
の

仕
事
内
容
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
元
企
業

に
就
職
し
た
い
と
い
う
意
識
を
醸
成
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
多
く
の
企

業
の
協
力
を
得
て
、
体
験
で
き
る
場
を
設

け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

●
大
竹
市
火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

Ｑ  

大
竹
市
内
に
電
気
自
動
車
急
速
充
電

設
備
が
何
カ
所
あ
る
の
か
問
う
。

A  

現
在
、
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る

が
大
竹
市
内
に
４
カ
所
あ
る
。

Ｑ  

大
竹
市
内
の
公
共
施
設
に
は
電
気
自

動
車
用
の
急
速
充
電
設
備
が
無
い
が
、
今

後
、
公
共
施
設
に
急
速
充
電
設
備
を
設
置

す
る
予
定
が
あ
る
の
か
問
う
。

A  

市
役
所
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
来
庁

者
の
需
要
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
定
か
で

な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
必
要
性
は
感
じ
て

い
な
い
。
設
備
の
設
置
に
高
額
な
費
用
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
民
間
の

動
き
な
ど
、
様
子
を
見
て
み
た
い
。

●
大
竹
市
マ
ロ
ン
の
里
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

Ｑ  

今
回
は
Ｊ
Ａ
の
統
合
に
向
け
た
協
議

の
関
係
で
１
年
間
の
指
定
期
間
と
な
っ
て

い
る
が
、
期
間
満
了
後
の
指
定
期
間
は
３

年
間
に
戻
る
の
か
問
う
。

A  

指
定
管
理
者
で
あ
る
佐
伯
中
央
農
業

協
同
組
合
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
１
日
以

降
の
県
域
統
合
Ｊ
Ａ
に
向
け
た
動
き
の
中

で
、
今
回
の
指
定
管
理
の
申
請
を
１
年
間

と
し
て
提
出
さ
れ
た
の
で
、
管
理
の
期
間

を
１
年
間
と
し
て
い
る
が
、
大
竹
市
マ
ロ

ン
の
里
設
置
及
び
管
理
条
例
で
は
『
指
定

管
理
者
が
管
理
す
る
期
間
は
、
３
年
以
内

と
す
る
』
と
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
３
年

間
に
向
け
て
協
議
し
た
い
。

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）

Ｑ  

各
種
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
等
交
付
シ
ス

テ
ム
構
築
業
務
委
託
料
の
シ
ス
テ
ム
導
入

理
由
と
、
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
で
き
る
証
明

書
の
種
類
に
つ
い
て
問
う
。

A  

導
入
理
由
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

利
用
で
き
る
こ
と
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
が
増
え
た
こ
と
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
３
月
末
時
点

に
比
べ
11
月
末
時
点
で
は
約
１・
５
倍
に

増
え
、
今
後
も
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
や
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
か

ら
、
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
で
き
る
証
明

書
の
種
類
は
、
住
民
票
の
謄
本
・
抄
本
、

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
、戸
籍
の
謄
本・

抄
本
、戸
籍
の
附
票
、所
得
課
税
証
明
書
、

印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
が
あ
る
。

Ｑ  

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
、
市
役
所
等

の
窓
口
で
発
行
す
る
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ

る
の
か
問
う
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
事
業
者

は
何
社
と
提
携
す
る
の
か
問
う
。

A  

見
積
も
り
上
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
、
年
間
で
約
７
３
０
万
円
で
あ
る
。
内

訳
は
、
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
の
保
守
等

で
約
４
５
５
万
円
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ

ス
テ
ム
を
運
営
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体

シ
ス
テ
ム
機
構
に
支
払
う
負
担
金
が
約

２
２
０
万
円
、
コ
ン
ビ
ニ
等
で
証
明
書
を

発
行
す
る
の
に
１
通
当
た
り
１
１
７
円
の

手
数
料
が
発
生
す
る
。
料
金
設
定
は
市
役

所
等
の
窓
口
で
発
行
す
る
場
合
と
同
額
を

予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
シ
ス
テ
ム
機
構

が
契
約
し
て
い
る
全
て
の
事
業
者
で
証
明

書
の
交
付
が
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
4
件

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
総
合
市
民
会
館
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
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Ｑ  

10
の
関
係
条
例
に
お
い
て
、
一
部
改

正
を
行
う
も
の
だ
が
、
大
竹
市
の
延
滞
金

の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

A  

令
和
元
年
度
の
延
滞
金
の
収
納
額
は

約
８
８
５
万
円
で
あ
る
。
内
訳
は
、
市
税

分
の
合
計
が
約
５
０
３
万
円
、
保
険
料
分

は
、
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
合
計
で
約

３
８
２
万
円
で
あ
る
。

Ｑ  

各
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

時
、
及
び
期
間
満
了
時
に
お
け
る
指
定
管

理
者
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
問
う
。ま
た
、

公
募
等
を
行
っ
て
い
な
い
施
設
の
指
定
管

理
者
の
選
定
に
係
る
考
え
方
を
問
う
。

A  

指
定
管
理
者
制
度
は
弥
栄
周
辺
施
設

と
市
営
住
宅
に
つ
い
て
施
設
の
類
型
ご
と

に
複
数
契
約
が
あ
り
、
そ
れ
を
一
つ
と
す

る
と
大
竹
市
全
体
で
18
施
設
に
導
入
し
て

い
る
。

　

そ
の
う
ち
公
募
を
し
て
い
る
施
設
は
、

市
営
住
宅
の
み
で
あ
り
、
他
は
公
募
を
し

て
い
な
い
。　

　
ほ
と
ん
ど
の
施
設
は
、
平
成
18
年
度
に

指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
す
る
以
前
か
ら

維
持
管
理
等
の
業
務
を
し
て
い
た
者
が
引

き
続
き
指
定
管
理
者
と
な
っ
て
い
る
。
各

施
設
に
特
徴
や
運
営
の
形
態
が
あ
る
た
め

そ
れ
に
応
じ
て
現
実
的
に
適
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
者
を
指
定
管
理
者
に
指
定
し

て
い
る
。

Ｑ  

こ
の
特
別
会
計
は
毎
年
度
、
黒
字
で

推
移
し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
交

易
、
物
流
の
関
係
も
落
ち
込
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
、
収
入
の
見
込
み
に
つ
い
て

問
う
。

A  

企
業
活
動
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
た

め
、
予
測
は
難
し
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
今
年
度
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
減
少

す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

Ｑ  

新
築
住
宅
等
へ
の
下
水
道
取
付
管
及

び
公
共
ま
す
設
置
の
件
数
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
る
補
正
と
の
こ
と
だ
が
、
当
初
の

見
込
み
件
数
と
、
増
加
す
る
件
数
の
見
込

み
、
ま
た
、
１
件
当
た
り
の
工
事
費
に
つ

い
て
問
う
。

A  

当
初
の
見
込
み
件
数
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う

駆
け
込
み
需
要
の
影
響
を
受
け
、
今
年
度

は
減
少
す
る
と
考
え
、
例
年
よ
り
６
か
ら

７
件
少
な
い
30
件
程
度
と
見
込
ん
で
い
た

が
、
実
際
に
は
工
事
件
数
が
大
き
く
増
え

る
見
込
み
と
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
今
回
の
補
正
で
さ
ら
に
24

件
程
度
の
工
事
を
見
込
み
、
予
算
計
上
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
工
事
費
に
つ
い
て
は
、
施
工
条

件
に
よ
り
変
わ
る
が
、
今
年
度
の
前
半
に

お
け
る
平
均
か
ら
、
１
件
あ
た
り
75
万
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
5
件

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

●
大
竹
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

●
大
竹
市
地
域
福
祉
会
館
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
大
竹
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
港
湾
施
設

　
　
　
　
　
　
管
理
受
託
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

本会議へ

●
延
滞
金
等
の
割
合
の
改
定
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
つ
い
て

　
生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容
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